	18～20単位時間
	Ｂ　エネルギー変換に関する技術

	特　徴
	・教科書を活用し，体験的な活動を通して，エネルギー変換の技術に関する科学的な理解（「知識・理解」の観点）の習得を深めるように構成。

・エネルギーを安全に取り扱う学習や，作業時間の確保で，基礎的な技能の習得を行えるよう構成。

・エネルギー変換の技術を利用した製作では，設計の手順を丁寧に行い，生徒の設計・構想力（「工夫・創造」観点）を高めるように構成。

・題材全体を通して，少しずつ気付きや思いを増やす事で，持続可能な社会を目指し，エネルギー変換を活用しようとする能力や，エネルギー変換の技術に対する「関心・意欲・態度」を育てるように配慮。


	題材の評価規準

	生活や技術への
関心・意欲・態度
	生活を工夫し創造する能力
	生活の技能
	生活や技術について
の知識・理解

	○エネルギー変換に関する技術について関心をもっている。

○エネルギー変換に関する技術にかかわる倫理観を身に付け，知的財産を創造・活用しようとしている。
○エネルギー変換に関する技術を適切に活用しようとしている。
	○使用目的や使用条件に即して機能と構造を工夫している。
○よりよい社会を築くために，エネルギー変換に関する技術を適切に評価し活用しようとしている。
	○機器の保守点検と事故防止ができる。

○製作品の組立て・調整や点検ができる。
	○エネルギーの変換方法や力の伝達の仕組み，電気機器の構造や保守点検などについての知識を身に付けている。

○組立てや調整に必要な工具や機器の適切な使用方法についての知識を身に付けている。

○エネルギー変換に関する技術と，社会や環境とのかかわりについて理解している。


	題材の指導と評価の計画例

	学習内容

１ 中項目 ①小項目
( )内は教科書の頁
	時間数
	学習活動

■学習課題　○生徒の活動

●教科書記載の「ふり返り」
	評価規準・評価方法

実線枠内は中項目での評価規準の例
[image: image1.emf]中項目時点で行う学習評価

作品，ペーパーテスト等で行う学習評価

	１ 私たちの生活とエネルギー変換
　【B(1)ｱｳ】
	2
	
	

	①エネルギーとエネルギー変換
(p.92)
	(0.5)
	■さまざまな機器を通じて，エネルギーとエネルギー変換を理解する。
○「考えてみよう」から，教科書などを見ながら，生活で利用されているさまざまなエネルギーと，エネルギー変換の機器を見つける。
	

	②エネルギー資源の種類(p.94)
	(0.5)
	■エネルギー資源の種類とその利用法を理解する。

○「考えてみよう」から，身の回りや人類が利用しているエネルギーについてあげる。

○教科書などを見ながら，一次エネルギーや二次エネルギーをあげ，利用されている場面を想像し，確認する。

○　　　の石油に変わるエネルギー資源の利用が求められている理由を，石油による利点もおさえながら話し合う。
	

	③エネルギー変換　と効率(p.96)
	(1)
	■エネルギーを有効に活用するには，エネルギー変換効率を高める必要がある事を知る。

○「調べてみよう」から，実験を行い，消費電力を高め，効率を良くするための工夫を行う。

○教科書や「参考」を見ながら，実験での体験をもとに，エネルギー変換効率を高める「技術」のアイデアを班で話し合う。


	エネルギー変換の利用例や効率を良くする方法の具体例を挙げさせるふり返りを行い，理解している様子を読み取る。

身の回りにあるエネルギー変換の技術の利用例をノートに記述するふり返り活動を行い，その内容から読み取る。

ペーパーテストで，習得状況を見取る。

	２ エネルギー変換と利用

　【B(1)ｱ】
	2
	
	

	①電気エネルギー
(p.98)
	(1)
	■身の回りの電源の種類と特徴を知る。

○「調べてみよう」から，教科書，教室内や外の風景などから，送電の技術を見つける。

○交流と直流の違いについて，教科書を用いそれらの特徴を習得する。

○　　　の，教室内や学校の機器に使われている電池を調べ，分類して発表する。
	

	②電気機器への利用(p.100)
	(1)
	■電気エネルギーの変換のしくみを理解し，適切な利用方法が選択できる。

○教科書や実際の機器を用い，電気エネルギーを変換する技術のしくみをノートにまとめる。

○モータや光源について，実物をあげ，利点と欠点を比較し，どのような利用のされ方をしているか，みんなで考え発表しあう。
	電気エネルギーの変換のしくみや利用方法の具体例についてふり返りを行い，その理解を読み取る。

ペーパーテストで，習得状況を見取る。

	３ 動力伝達の機構とその利用

　【B(1)ｱ】
	2
	
	

	①動力伝達のしくみ(p.104)
	(1)
	■生活で用いられている機械から，動力が効率よく伝えられているしくみを理解する。

○「調べてみよう」の投げかけから，自転車や工作機械等の実物を用い，①何が使われているか②力をうまく伝達するためにどのような工夫がされているか，を考える。

○機械では，①離れた部分に動きを伝える。②回転運動の速さ・力を変える。③運動の方向を変える。ためにさまざまなしくみや使われていることを整理し，ノートにまとめる。
○　　　から，世の中で空気圧や油圧を用いて力の伝達をしているものを想像し，発表する。
	

	②運動を変化させるしくみ(p.106)

	(1)
	■運動を変化させるには，どのようなしくみが用いられているのか理解する。
○「調べてみよう」から，リンク機構の模型を実際につくりながら，力の伝達方法をノートにまとめる。


	力の伝達のしくみや利用方法の具体例についてふり返り活動を行い，その理解を読み取る。

ペーパーテストで，習得状況を見取る。

	４ 機器の安全な利用と保守点検
　【B(1)ｱｲ】
	4
	
	

	①電気機器の構造

(p.108)
	(1)
	■電気機器の構造と，回路図を用いた表しかたを理解する。

○「観察してみよう」から，身近な電気製品を観察し，回路図に表す。
	

	②電気機器の安全な利用(p.109)
	(1)
	■電気機器の点検について知り，安全な利用について理解する。

○「調べてみよう」から，教室内や学校にある実際の電気機器の表示や事故や故障を防ぐしくみ等を観察し，その意味やしくみをかきあらわす。

○仮想（紙面上）の延長コードの使用場面等，誤った機器の利用の仕方の場面を設定し，どのような使い方が安全か検討し，発表する。
	仮想の使用場面において，事故の防止ができているかを見取る。

	③電気機器の保守点検(p.111)
	(0.5)
	■電気機器の手入れや点検について知り，事故防止の具体的な方法を身につける。

○「調べてみよう」から「参考」の実際の製品の取扱説明書を読み，電気機器の手入れのしかたを確認し，発表する。

○回路計（テスタ）を用い，延長コードの導通試験や絶縁試験を行う。
	

	④機械の保守点検と整備(p.114)
	(0.5)
	■機械の点検の必要性と方法を理解し，保守点検と事故防止ができる。

○「調べてみよう」で確認している事を考えさせ，発表させる。

○４③で調べた機器か，授業で利用する機械，自転車等の取扱説明書に基づき，点検を行う。

○　　　の工具や部品の規格が統一されている理由を考え，発表する。
	実習例において，電気機器を安全に取り扱い，機器の保守点検をしている様子から見取る。

	⑤機械の安全な利用と事故防止

(p.117)
	(1)
	■機械の安全な利用方法を知り，事故を未然に防ぐ方法を理解する。

○「考えてみよう」から，製作を安全に進めるために気をつけることをまとめ，発表する。

	
ふり返りを行い，電気機器の構造や電気回路のしくみ，定格表示や安全に関する表示，機器の保守点検の方法を理解している様子を読み取る。

ペーパーテストで，習得状況を見取る。

	５ 実習例

【B(2)ｱｲ】
	9
	
	

	①製作品の構想と設計

(p.118～119)
	(2)
	■エネルギー変換を利用した作品の構想をまとめて，製作品に必要な図を作成する。

○実習題材に従い，使用の目的，条件をかき出し，製作品を決定する。

○目的にあったエネルギーやしくみを考えて選択し，アイデアスケッチをかく。

○運動のしくみ・機構や構造，必要な機械部品や電気回路・電気部品，材料・加工法など，構想を検討する。

○構想を整理し，図に表わす。

○部品図や部品表，回路図，製作工程表などを準備する。
	

	＊製作

(p.120～127)
	(7)
	※実習例については，教科書p.120～127のものから進める。
	※設計や製作品，製作の様子から各観点を見取る。

	６ エネルギー変換に関する技術とわたしたち

　【B(1)ｳ】
	1
	
	

	①社会・環境とのかかわり(p.128)
	(0.5)
	■新エネルギー開発などを推進する必要性と，そのための技術について理解を深める。

○「調べてみよう」から，ガソリン自動車と電気自動車の利点と欠点をあげ，エネルギーの有効活用の視点から，今後の活用のしかたを考える。

○持続可能な社会を達成するために，学習したことを生かし，エネルギー変換の技術をどのように利用していけばよいか話し合い，発表する。
	

	②エネルギー変換に関する技術の役割と影響

(p.130)
	(0.5)
	■持続可能な社会をめざすために，これまで学んだエネルギー変換に関する技術を評価し，活用しようとする態度を身につける。

○三つのＲや製品のライフサイクル，省エネルギーの観点を伝える。

○今後のエネルギー変換に関する技術開発を考えるために，社会的側面，環境的側面，経済的側面に着目する。

○上記の○と，「話し合ってみよう」から，現代のエネルギー変換の利点と欠点をあげ，役割と影響を話し合う。

○話し合った内容を発表し，考え方を共有する。
	

	
	
	
○題材の学習をふり返り，エネルギー変換の技術に対する関心や意欲，態度の変化をたどる。
	ふり返りを行い，エネルギー変換の技術が与えるプラスとマイナスを理解している様子と，そのおりあいを付けた活用方法の考えを読み取る。

ふり返りを行い，エネルギー変換の技術が与えるプラスとマイナスを理解した上で，そのおりあいを付けて上手に使っていこうとする態度や姿勢を読み取る。

題材全体をふり返って記述をさせ，最初に比べて，エネルギー変換の技術への関心が高まっている様子を読み取る。



生活や技術への関心・意欲・態度

	
	活用する評価資料
	おおむね満足できる（Ｂ）
	十分満足できる（Ａ）

	技術への関心
	１ ふり返り

６ 題材の最初と最後のふり返りの比較

５ ○製作工程表
	○授業へ取り組む気持ちの高まりが読み取れる。
	○エネルギー変換の技術への気持ちが読み取れる。

	
	
	○身の回りの，エネルギーを変換する技術の利用例を見つけている。
	○授業で扱っていない範囲まで，身の回りのエネルギーを変換する技術の利用例を見つけている。

	
	
	○「エネルギーを変換する技術」について思いつく事が，最初と比べて，記載量が増え，質（エネルギー変換の技術の特質に対する）があがっている。
	○「エネルギーを変換する技術」について思いつく事が，最初と比べて，量，質，情意の記載量が明らかに良く変容している。

	
	
	○省エネルギーや使用者の安全などに配慮している。
	○省エネルギーや使用者の安全などに配慮し，新しい発想を生み出し活用しようとしている。

	評価と活用
	６ ふり返り 
	○エネルギー変換の技術について，自分なりのおりあいをつけた活用法を述べている。
	○エネルギー変換の技術について，社会や環境への影響を考慮し，おりあいをつけた活用法を述べている。


生活を工夫し創造する能力

	
	活用する評価資料
	おおむね満足できる（Ｂ）
	十分満足できる（Ａ）

	製作と設計
	５ ○製作工程表

　 ○ふり返り
	○課題で示された通りの，製品に適したエネルギーの変換方法や力の伝達の仕組み，構造や電気回路などを決定している。
	○課題を，提示された内容よりもより良く解決するための，製品に適したエネルギーの変換方法や力の伝達のしくみ，構造や電気回路などを決定している。

	
	
	○課題で示された通りの使用目的，使用条件での使用を達成している。
	○課題で示された通りの使用目的，使用条件での使用を達成し，今回の作業から今後の課題を明確にできている。

	評価と活用
	６ ふり返り
	○エネルギー変換の技術について課題を比較し，自分なりの活用方法を述べている。
	○エネルギー変換の技術の利点と欠点について比較し，社会や環境への影響を考慮して，具体的な活用方法を述べている。


生活の技能
	
	活用する評価資料
	おおむね満足できる（Ｂ）
	十分満足できる（Ａ）

	設計と制作
	４ ②授業観察
	○（結果的に）事故の防止を行える。
	○事故の防止を的確に行える。

	
	５ 授業観察，作品
	○（結果的に）怪我なくできた。
	○細心の注意をして安全作業ができた。

	
	
	○想定内の範囲で，組み立て，調整ができた。
	○設計図通りに組み立て，調整ができた。


生活や技術についての知識・理解

	
	活用する評価資料
	おおむね満足できる（Ｂ）
	十分満足できる（Ａ）

	科学的な理解
	１ ふり返り

２ ふり返り

３ ふり返り
４ ふり返り

６ ふり返り

○ペーパーテスト
	○エネルギーの変換方法や力の伝達のしくみ，制御，利用，機器の構造や電気回路，各部の働き，定期点検の必要性，定格表示や安全に関する表示の意味，許容電流の遵守や適切な使用方法について説明することができる。
	○エネルギーの変換方法や力の伝達のしくみ，制御，利用，機器の構造や電気回路，各部の働き，定期点検の必要性，定格表示や安全に関する表示の意味，許容電流の遵守や適切な使用方法について生活での具体的な事例を含め，説明することができる。

	
	５ ○製作工程表

　 ○ふり返り

　 ○ペーパーテスト
	○授業で学習した組立てや調整に必要な工具や機器の適切な使用方法について説明することができる。
	○授業で使用した意外の一般的な組立てや調整に必要な工具や機器の適切な使用方法について説明することができる。

	評価と活用
	６ ふり返り
	○エネルギー変換に関する技術と，社会や環境とのかかわりについて説明することができる。
	○エネルギー変換に関する技術と，社会や環境とのかかわりについて，与えているプラスとマイナスの影響をもとに説明することができる。


関：世の中のエネルギーやエネルギー変換に関心を持っている。





（最初にエネルギー変換に関する技術に対する意識を記述させ，題材末に行うふり返りと比較することで，技術への意識の変化を読み取る。）





●わたしたちの生活では，どのようなエネルギーを別のエネルギーに変換し，利用しているかわかりましたか。具体例をかいてみよう。


●エネルギー変換の効率をよくすることの必要性と利点についてわかりましたか。具体例をかいてみよう。





知：エネルギー変換に関する技術が果たす役割と影響について理解している。社会で利用されているエネルギー変換についての知識を身に付けている。





●電気エネルギーは，どのような方法で変換，利用されているかわかりましたか。具体例をかいてみよう。


●電気機器の基本的なしくみがわかりましたか。具体例をかいてみよう。





知：電源の種類と特徴や，エネルギーの変換方法や制御，利用，機器の構造の知識を身に付けている。





題材の評価基準に基づく，実現状況の判定例





知：力の伝達のしくみについての知識を身に付けている。





●動力伝達のしくみについてわかりましたか。具体例をあげて，長所と短所をかいてみよう。


●運動を変化させるしくみについてわかりましたか。具体例をあげて，特徴をかいてみよう。





技：漏電，感電，過熱及び短絡による事故を防止できる。機器の点検すべき箇所を見付け，保守点検と事故の防止ができる。





知：電気機器の構造や電気回路，各部の働き，電気機器の保守点検や安全等，適切な使用方法についての知識を身に付けている。





関





●機器の構造や電気回路各部のはたらきや，点検すべきところがわかりましたか。具体例をかいてみよう。


●機器の保守点検方法がわかりましたか。機器の保守点検方法をかいてみよう。





関





関





関：エネルギー変換に関する技術の課題を見つけ，適切に活用しようとしている。





工：学習したことを生かし，エネルギー変換の技術をどのように利用していけばよいか，適切な活用方法を決定している。





知：エネルギー変換に関する技術が社会や環境に果たしている役割と影響について理解している。





●エネルギー変換に関する技術が社会・環境へおよぼす影響についてわかりましたか。持続可能な社会の実現のために，エネルギー変換に関する技術をどのように進展させるべきか，考えをかいてみよう。


●エネルギー変換に関する技術の設計・製作を行う際に，配慮すべき点がわかりましたか。製品開発の場面を想定し，具体例をかいてみよう。
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技：設計に基づき，安全を踏まえた製作品の組立て・調整や電気回路の配線などができる。





関：省エネルギーや使用者の安全などに配慮して設計・製作しようとしている。新しい発想を生み出し活用しようとしている。





工：製作品の使用目的や使用条件を明確にし，設計要素を比較・検討した上で，製作品を決定している。





知：工具や機器の適切な使用方法についての知識を身に付けている。








